
 

  

高速通信ネットワークとウェアラブルセンシング技術を用いた、 

高齢者運動機能回復支援システムの研究開発 
在宅での運動機能支援システムの実現。【平成 21～23 年度助成事業】 
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我が国において、高齢社会に伴う、高齢者医療費

および介護費の増加が課題となっています。その要

因の一つである「転倒骨折による寝たきり」を予防す

るためのシステムを提案しました。 

高齢者は一般的に立位能力・歩行能力低下が見

られ、転倒の危険性が高まっています｡高齢者の約

1/3 が 1 年間に 1 回あるいはそれ以上の転倒を経験

しており、高齢者の骨折・転倒は、要支援・要介護状

態になる原因の一つと考えられています。 また、転

倒の経験は身体的・精神的に悪影響を及ぼし、高齢

者の QOL (Quality of life)を低下させるという問題も

あります。 

 

運動機能回復支援システム運動機能回復支援システム運動機能回復支援システム運動機能回復支援システム    

医療機関（病院）と高齢者家庭を高速通信ネットワ

ークで繋ぎ相互通信を行うシステムです。 

高齢者側においては、在宅で高齢者の方がネット

ワークを介した理学療法士の指導により転倒予防の

ための運動や歩行テストができます。また、システム

の操作は TV リモコンだけで行うため、誰にでも簡単

に操作できるものとなっています。 

医療機関側においては、理学療法士が高齢者の

運動や歩行テスト実施の情報等を基にして、適宜、

高齢者へリアルタイムに双方向通信機能を用いて動

画指導ができます。 

 

研究開発研究開発研究開発研究開発の状況の状況の状況の状況    

基本的なシステム開発を完了し、システムを大阪

府在中の高齢者（平均年齢 74.7±5.7 歳、6 名）に使

用して頂き評価を行いました。図にその概要を提示

します。この実証実験前後の運動能力評価と聞き取

り調査によって、本システムが有用であることが示さ

れました。また、一方で改善項目も明らかになりまし

た。現在は必要な改善を実施しており、完了次第改

めて実証実験を行う予定です。 

実証実験の場所として、自治体（千葉県柏市、滋

賀県長浜市他）との協議を行っています。その一環

として長浜バイオ大学で開催された「健康フェスティ

バル 2012」や国際展示場で開催された「第 39 回国

際福祉機器展」におきまして、一般来客者の高齢者

にデモを実施し、意見を集めました。また、本システ

ムの目的である運動機能維持・向上を達成するため

には、運動機能を定量的に評価する研究が必要で

あるため、大学と共同研究を実施することで推進し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 実証実験の概要 

 

 

今後の展開今後の展開今後の展開今後の展開    

運動機能維持・向上を達成するためには、運動機

能を定量的に評価することが必要です。そのため、

判定する判定手法（計算アルゴリズム）については、

現在研究開発が完了したものに加えて、データ取得

するためのセンサの改良と、評価データ取得を行う

ため、大阪電気通信大学と共同研究を行っていま

す。 

計算アルゴリズムを充実させることによって、高齢

者の歩行能力を多角的に分析することが可能となり、

きめ細やかな歩行改善指導が実現でるようになりま

す。 

 

事業実施データ事業実施データ事業実施データ事業実施データ    

シャープ株式会社シャープ株式会社シャープ株式会社シャープ株式会社（大阪府）（大阪府）（大阪府）（大阪府）    

    

（共同研究機関：千葉大学 田村俊世教授、関根正

樹准教授（大阪電気通信大学に異

動）、関西医科大学 木村穣教授、

藤元早鈴病院 東裕二室長） 

特許出願件数 8 件 

論文発表件数 1 件 

研究発表件数 5 件 

 

インターネットを使った遠隔指導
状態を改善するためのアドバイス
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運動コンテンツ
歩行テスト結果
血圧計測結果

情報弱者への配慮

・TVリモコンでの簡単操作
・音声ガイダンス

運動機能検査・評価

ネットワーク接続で在宅指導･訓練特長特長特長特長2

問診、血圧計測による安全性の担保特長特長特長特長１１１１

在宅｢足踏み｣運動で歩行能力の評価特長特長特長特長3

運動機能にあったコンテンツを配信

概要
医師：関西医科大学木村教授
対象：大阪府在中の高齢者6名
期間：2012年1月～2012年3月
監修：千葉大学 田村教授

ウェアラブル
センサ

簡単装着


